
○堤防の課題

・治水上必要な堤防断面に対して幅が足りなく洪水時の安全性が確保されていないため，将来的に整備
が必要

・堤防断面内に，樹木や切株が多く残されており，空洞化や水の浸透による弱体化の要因となるほか，倒
木により堤防が被害を受ける恐れがある

・現在，堤防上は樹木により緑の景観が創られているが，個々の状態は衰退が進んでおり，将来を見据え
て景観を守る必要がある

○樹木の課題

・改修を行うことで現況の健全な樹木が整理の対象となる

・樹木の生育状況は良好ではなく，利用者に危険を及ぼすため，特に危険木は速やかに整理が必要。

・現在の堤防断面には新たに更新木を植栽することは認められていないため，将来的に堤防上に樹木が
無くなる

○利用上の課題

・現在の階段は幅が狭く，勾配が急であり，危険で利便性も良くない

・天端（堤防の上面）の幅が狭くイベントの時には余裕がなく，危険である

・堤防の急な斜面により，常磐公園と河川空間が分断され，一体性がない

○堤防整備を想定した課題抽出のためのシミュレーション

①改修を行わない

②階段のみ勾配を緩やかにし，拡幅する

③治水上必要な断面を確保できる整備をする

④堤防を緩傾斜化する

各パターンについて，実施した時の利
点・改善点や問題点について整理する

○周辺地域の課題

・以前から駐車場不足が課題となっており，公会堂改修に伴う周辺地域の集客増加への対応が必要。

常磐公園改修事業基本計画（河川空間）案概要版

私たち旭川市民がめざす常磐公園の姿

常磐公園の新たな魅力の創出
旭川市では，近年，中心市街地の求心力低下が進んでいることから，常磐公園周辺地区に多くの市

民が集まるよう再整備を行い，中心市街地の活性化に繋げていくことを目的に，平成２２年３月に策

定された「文化芸術ゾーン整備方針」に基づいて，「常磐公園改修事業基本計画」の策定作業を進め，

平成２４年８月には，河川空間（堤防とその周辺）の整備部分を除いた「常磐公園改修事業基本計画

（河川空間ぬき）」を策定しました。

河川空間の整備については，専門的知識を有する議論が必要となることから，「常磐公園改修事業

基本計画検討懇談会」から切り離し，学識者等で構成する「常磐公園河川空間検討懇談会」を設置し

て検討を進め，今回その素案を取りまとめました。

この計画に，広く市民の皆さまの意見を反映するため，意見提出手続（パブリックコメント）を実

施します。ぜひ皆さまの意見をお寄せ下さい。

河川空間における現状の課題



○樹木の状況と本数

○堤防断面の樹木分布区分とその本数

○常磐公園の「緑の計画」における状況と方針

0

L60

L59

L58

L57

L56

L55

IP8SP21
50

2130.
692128.

73

2122.
84

2116.
70

BC
8=
21
05
.0
6

SP2100
2090.2

6

2083.7
8

2078.6
4

2073.0
8

2064.7
7

SP2050

SP2000

1979.7
2

SP1950

1923.2
7

As

As

As

As

常
盤
幹
16

遊歩道

常　盤　築　堤

リベライン旭川パ ク
コミュニティランド

W.C

ﾍﾞﾝﾁ
ﾍﾞﾝﾁ

ﾍﾞﾝﾁ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｅ

下

下

下

下

Ｅ
Ｅ

水

下

下下

下
下

下

下

下

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｍ
Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｍ

看

倉庫

旭川市常盤館

(花)

(花)

記念碑

看

置場
自販

自販
自販

自販

水飲場 看

看

(駐)

As

As

As

看

(花)

記念碑

売店物

売店

管理棟
物

汚水槽室

変電設備

ｺﾞﾐSAs

常盤プール

電源盤

看

看

ﾍﾞﾝﾁ

治水上堤防に影響するラインＡ

Zone 6-1
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ﾎﾞｰﾄ

A区分：現況法面部。維持管理上現況樹木の保全は不可。更新木植栽は不可
B区分：計画堤防範囲内。現況樹木の暫定的保全は可。更新木植栽は不可
C区分：堤防影響範囲外。盛土後も現況樹木の保全は可。更新木植栽は可
※危険樹木は原則整理。盛土した場合A～C区間での新たな植栽は可能。
※A,B区分の移植可能な樹木は原則的に植栽可能な区域に移植する

Ａ．Ｂ区分はＣ区分より良好
ではない樹木の割合が多く，
生育環境が良くない状況の中，
良好ではない樹木が急速に衰
退していくことが予測される。

Ａ区分 Ｂ区分 Ｃ区分 合計
現況樹木本数 110株 53株 86株 249株
危険樹木（伐採） 21株 2株 4株 27株

整理後本数 89株 51株 82株 222株

２次診断の結果，危険と判断された樹木につい
ては整備の有無に関わらず整理が必要なため，
整備前の樹木本数を２２２株とする。

公園内樹木総数２６５１本 （H23調査）

公園樹木として良好ではない樹木 ４２６本

堤防付近に２８３本（緊急伐採後２４９株）が生育
⇒公園区域と河川区域の管理体制の違いもあり，

この区域の樹木は良好とはいえない状態にある

○「緑の計画」における方針

・かつての桜並木の復元
・河川に近接した空間を活かし，地理，

地形的に適した郷土種を中心に
計画的更新による世代交代を図る

Ａ区分に危険樹木が集中
（27株中21株）

堤防付近の緑の状況

● 67 株 19 株 11 株 37 株

● 45 株 12 株 9 株 24 株

● 88 株 48 株 26 株 14 株

● 22 株 10 株 5 株 7 株

健全率 健全率 健全率 健全率

50.5% 34.8% 39.2% 74.4%

　区分毎の樹木状況と健全率

状況

良
　
→
　
劣

※備考　健全率の算定式：（●＋●）／（全体，区分毎の樹木合計本数）

合計

110 株 58 株 31 株 21 株

222 株 89 株 51 株 82 株

全体 Ａ区分 Ｂ区分 Ｃ区分

112 株 31 株 20 株 61 株

※樹冠直径とは．．．
樹木の枝や葉がつくる冠状の直径

● 生育状況が良好な樹木（移植可）

● 生育状況があまり良好ではない樹木（移植不可）

● 健康状態や生育環境から公園樹木として良好ではない樹木

● 平成２５年度以降　２次診断対象樹木

× 平成２４年度　２次診断対象樹木

良
　
→

　
劣
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治水上堤防に影響するラインＡ
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樹木更新計画の位置（仮想）

パターン① 改修を行わない
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計画法面の範囲

樹木更新計画の位置（仮想）

パターン② 階段のみ整備
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河川と公園との境界線

治水上堤防に影響するラインＡ

Zone 6-1

Zone 6-2

1:2

計画法面の範囲

樹木更新計画の位置（仮想）

パターン③ 治水上必要な整備
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計画法面の範囲

樹木更新計画の位置（仮想）

パターン④ 堤防を緩傾斜化する

更新樹木

４つのシミュレーション

パターン①
現況 整備後 将来

● 67 67 67

● 45 45 45

● 88 88 衰退

● 22 22 衰退

222 222 112

良
 

→
 

劣

合計

区分 備考

【将来樹木総数】
堤防区域内に植樹でき
ないためＣ区分にのみ
更新木を植える
　112株＋更新木

Ｃ区分（影響範囲外）
に更新木を植える

将来（×樹木まで衰退）
112株

パターン②
現況 整備後 将来

● 67 61 61

● 45 43 43

● 88 72 衰退

● 22 22 衰退

222 198 104合計

区分
良
 

→
 

劣

備考

【将来樹木総数】
移植可能樹木残
 67株－61株＝  6株
104株＋ 6株＝110株
　　110株＋更新木

将来（×樹木まで衰退）
104＋6（移植）株
＝110株＋更新木

Ｃ区分（影響範囲外）
に更新木を植える

パターン③
現況 整備後 将来

● 67 32 32

● 45 25 25

● 88 13 衰退

● 22 8 衰退

222 78 57

区分
良
 

→

 
劣

合計

備考

【将来樹木総数】
移植可能樹木残
　67株－32株＝35株
　57株＋35株＝92株
　　92株＋更新木

将来（×樹木まで衰退）
57＋35（移植）株
＝92株＋更新木

Ｃ区分（影響範囲外）
に更新木を植える

パターン④
現況 整備後 将来

● 67 31 31

● 45 25 25

● 88 6 衰退

● 22 7 衰退

222 69 56

良
 

→

 
劣

合計

区分

【将来樹木総数】
移植可能樹木残
　67株－31株＝36株
　56株＋36株＝92株
　　92株＋更新木

備考

将来（×樹木まで衰退）
56＋36（移植）株
＝92株＋更新木

Ａ～Ｃ区分（盛土部分）
に更新木を植える

＜パターン毎における将来（数十年後）の姿＞



現況写真（H24.7撮影）

対象
範囲

緩傾斜化の整備を行った場合の将来（想定）

・パターン①：管理しつつも樹木は衰退し順次整理が必要。数十年後樹木は現在から圧倒的に減ってしまう

・パターン②：階段の改修に付随する部分の樹木に影響を与え，パターン①同様樹木は衰退・減少が進む

・パターン③：堤防上に新たな植樹はできないが，治水上，最低限の安全確保として必要

・パターン④：現在の樹木をある程度整理するが，樹木の復元が可能。公園と河川区域を一体化し計画的な管理が可能

○最終素案策定の課題
＜緩傾斜化範囲の縮小＞

常磐館裏からプール手前までではなく，
階段の位置をずらして既設階段までとす
るなど，可能な限り緩傾斜化範囲を縮小
し，既存樹木を極力保全し，生物の一時
的な逃げ場を確保する。

○樹木の復元イメージ

課題の整理

現在

１０年後

２０年後

３０年後

将来に渡って緑が維持されるパターン④が好ましい

階段の安全性 × 幅が狭く急勾配 ○
拡幅し緩勾配になり安全性
が向上

○
拡幅し緩勾配になり安全性
が向上

○
拡幅し緩勾配になり安全性
が向上

イベントの安全性 × 天端が混雑し危険 × 天端が混雑し危険 △
堤防の行き来は急で，天端
が拡幅されない

○
堤防の行き来が容易で，イ
ベント等での利用も可能

公園と河川の
一体性

× 急な法面と樹木により分断 △
階段部分は行き来しやすく
なる

△
直接堤防を行き来するには
急

○
公園と河川の一体的利用
が可能

現況の健全樹木 ○ 危険樹木以外は保全 △
危険樹木以外は保全。
施工範囲外は保全

×
堤防影響範囲は整理対象
一部は公園区域に移植可

×
堤防影響範囲は整理対象
一部は公園区域に移植可

利用者の危険性 ×
既存樹木の衰退で危険性
が残る。

×
既存樹木の衰退で危険性
が残る。

○
堤防樹木が整理されるため
危険性は解消

○
堤防樹木が整理されるため
危険性は解消

計画的な更新 ×
堤防影響範囲に植栽は不
可

×
堤防影響範囲に植栽は不
可

× 堤防法面に植栽は不可 ○
堤防断面以外に盛土した部
分は植樹可能

堤防断面 × 治水上必要な断面が不足 × 治水上必要な断面が不足 ○ 治水上必要な断面が確保 ○ 治水上必要な断面が確保

樹木の混入 ×
堤防内に樹木や切株が残
る

×
堤防内に樹木や切株が残
る

○
堤防内の樹木や切株が取
り除かれる

○
堤防内の樹木や切株が取
り除かれる

緑の景観 △
現況の景観が維持される
が，年々衰退が進む

△
現況の景観が維持される
が，年々衰退が進む

×
堤防部の樹木が無くなり緑
の景観が貧弱になる

△
時間はかかるが現況に近
い緑の景観の復元が可能

そ
の
他

駐車場 ×
イベント時のみ臨時駐車場
として利用。進入しずらい

×
イベント時のみ臨時駐車場
として利用。進入しずらい

○
取付道路が整備され常設
駐車場として利用

○
取付道路が整備され常設
駐車場として利用

③治水上必要な整備（１：４） ④堤防を緩傾斜化する

利
用
上

樹
木

堤
防

課題 ①改修を行わない ②階段のみ整備
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治水上堤防に影響するラインＡ

河川と公園との境界線

管理用道路

（常設駐車場 約40台）

（常設駐車場 約40台）

リベライン旭川パーク

大型車両用駐車可能スペース
　6台程度

自転車歩行者道

大型車両の旋回可能な道路幅員

管理用車両の通行（旋回）可能な幅員

河川工事設計施工要領に準拠する道路

芝地を主体とした利便性あるスペース

四阿の設置（想定）

低木の配置（想定）

階段の設置

従来よりも勾配が緩く、幅の広い階段の設置

階段の設置

常設駐車場の配置（想定）
緑の連続性を考慮し、自然に近い舗装材の採用

芝地を主体としたスペース

樹木更新計画の位置（仮想）
誰もが円滑に利用できる園路
既存樹木をできるだけ避ける線形

○整備後に付加される新たな機能

【新たな緑の創出】
良好な環境での計画的な更新と適切な維持
管理により，憩いを求める市民が安心して公
園を利用できる新たな緑の創出

【新たな観光拠点の創出】
大型バスの乗り入れが可能となり周辺文化
施設と連携した新たな観光拠点の創出

【新たな回廊の創出】
７条緑道から常磐公園，旭橋，新橋を巡り，
大雪山や石狩川を眺め散策を楽しめる新た
な回廊の創出

【新たなサイクルネットワーク拠点の創出】
牛朱別川の改修に伴い自転車通行が可能と
なり全市的な新たなサイクルネットワーク拠点
の創出

【新たな水辺教育の場の創出】
河川敷の親水性が向上し，より一層，子ども
達が楽しみながら学べる新たな水辺教育の場
の創出

【新たな憩いの空間の創出】
堤防天端や高水敷でのオープンカフェによる，
市民が水辺でゆったりとくつろぐことのできる
新たな憩いの空間の創出

自然に近い舗装材で，夏場の照返

しの緩和や緑の連続性を生む

階段を上流側にずらすことで，
生物の逃げ場としての樹木
群を残す

河川空間整備計画図（最終案）

最終案

区分 現況

○ 67株 36株

△ 45株 26株

× 88株 20株

× 22株 9株

合計 222株 91株

※階段を横にずらすことでパターン④と比べ
　　Ａ区分で△+4，×+10，Ｃ区分で○+5，

△-3，×+4，×+2，計２２株増

　整備に際し，影響範囲にある移植可能な樹
木は全て仮移植し，盛土後に再移植する。ま
た，新たな植樹を行い現況に近い緑の復元を
図る

整備後

【整備後樹木総数】
移植可能樹木残
　67株－36株＝31株
　91株＋31株＝122株
　　移植後：122株

改修により，
２２２株→１２２株（移植完了後）

となり１００株が整理予定


